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長岡における降雪粒子のZ-R関係および粒度分布の
特徴?
































































































































































O．4～O．6 O．497 356×103一 2．97 4
0．6～1．O O．782 2．62xl03 2，44 7
1．O～1．5 1．242 1．00×103 1．72 5
1．5～2．O 1．848 8．74x102 1．51 5
2．O～3．0 2．266 1．01×103 1．55 5









































































































































著者ら　　　　　　　長岡 0，013～11 1600 1．4 104
1978（八木・清野，1979） O．013～11 1200 1．3 68





出 典　　と　観 測　　地 R（mm／hr）
「 ■
B 1　β 観測回数
0htake　and　Henmi（1970） A1aska 900 ！．6
「
藤原他（1972） 金沢付近 O．001～2，O 300～2000
一
1．30～1．66 60
武田他（1972） 英彦山（福岡） 200～500’ 1，5～2．0
由田（1975） 札幌と近郊 O．02　～2．O ユ400 1．3 8
梶川・木場（1978） 秋田 O．0025～25 793 1．25 63
播磨屋（1978） 札幌と近郊 0．02　～4．O 110～520 1．2～1．5 35
著者ら 長岡 0，058～8．1 780 1．3 60
1978（八木・清野，ユ979） O．058～8．1 650 1．1 38
1979 ■O．13　～3．7 960 ユ．6 22
54年に比し，3値とβ値が小さくなった．
　次にいくつかの気象状況のもとでの平均的な長岡での
Z－R関係という意味で，両年の結果を合わせて回帰直線
を求めると雪片の場合，Z＝1600R1・4，またあられの場合，
Z＝780R1・3となる．このような長岡での雪片とあられの
Z－R関係を従来の他の地域の観測と比較するとそれぞれ
表3，表4のようになる．雪片の場合B値で数百から二千
数百およびβ値で1．1から2．7にいたる範囲である．あら
れの場合3値で数百から二千，β値で1．1から1．7にいた
る範囲である．著者らの結果にみられたように全般的にい
ってあられの方が雪片より3値とβ値双方において小さ
な値をとる傾向がある．表3，表4でみられたZ－R関係
の変動はそれぞれの観測地点に卓越した気象状況の反映で
あると考えられるが，従来の報告では，気象状況を明確に
示して結果を分類整理Lたものは少ない．むしろある観測
地で観測された全ての雪片やあられ等降雪粒子別に資料を
積み重ねて解析した場合が多い．図9は従来の測定値をも
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昭和53年と昭和54年の雪
片およびあられのZ－R関
係式における3値とβ
値，およびHarimaya
（ユ978）による従来の測
定値の領域．
とに播磨屋（1978）が雪片とあられについて，それぞれがとり得るB値とβ値の範囲をムβ
面に描いたものである．破線で囲まれた領域が雪片について，実線の領域があられについて
である．この図に一長剛こおける両年の結果を重複させると，雪片は丸印，あられは三角印の
ようなところにくる．それぞれ昭和54年の方を黒くぬりつぶしてある．ここで著者らが関心
を持つことは，これら4つの点が播磨層の雪片とあられの領域にそれぞれおおむね包含され
るということよりも，むしろ昭和53年の季節風による豪雪時の雪片とあられのZ－R関係と
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昭和54年の低気圧性の降雪のそれとが図のように相異したということである．なぜならこの
相異から，レーダーで降雪の降水強度を推測する場合，同じレーダー反射因子に対して豪雪
型の気象条件の時は低気圧性の降雪の時よりも降水強度が大きいという結果が導かれるから
である．
5．結　　　論
　昭和54年の1月から2月にかけて，新潟県長岡市で降雪粒子の観測を実施し，解析の結果
次のようなことがわかった．
（1）低気圧性の降雪であった昭和54年の雪片のZ－R関係は，Z＝2600R1・8であった．
（2）同じくあられのZ－R関係は，Z＝960R1・6であった．
（3）また雪片の粒度分布の特徴は，強水強度の増加と共に分布の幅は広がるが小粒子の個数
　はむしろ減少し大雪片が増加するという傾向であった．
（4）同じくあられの場合も粒度分布の幅は広がり小粒子の個数はほとんど一定であるが，大
　粒子が増加して降水強度が増加した．
　またこれらの結果を季節風による豪雪型の降雪が卓越した昭和53年の観測資料の前報で報
　告した解析結果と比較すると，
（5）昭和53年の雪片の粒度分布は，降水強度の増加と共に分布の幅が広がり，小粒子も含め
　て全体として個数が増加した．
（6）同じじくあられの場合も降水強度の増加に寄与する多数の小粒子の存在が顕著な特徴で
　あった．
（7）このような粒度分布の対照的な特徴がZ－R関係に反映し，豪雪時の同関係式における
　B値とβ値は低気圧性の降雪の時より小さくなった．すなわち同じレーダー反射因子に対
　し豪雪型の気象条件の時は降水強度が大きいという結果にたった．
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